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室温から機能するナノクロム酸化物を用いた悪臭等の VOC処理材料 

1～2 nmのナノ細孔を持つ多孔質シリカ鋳型を用いて熱安定性を有するナノサイズクロム(Cr
6+)種を

合成し､室温から高温反応条件まで幅広い温度帯で機能する新しいVOC処理材料に応用しました。 

本技術の内容・特徴 

VOC(揮発性有機化合物)の処理技術には触媒燃焼法や吸着法があります。触媒燃焼法は 250～350℃程

度の加熱を必要とし、吸着法は加熱すると 100℃前後から脱着が始まります。本研究の目的は、室温で

蓄積させた VOC を高温で酸化分解する機能を持つ新しい VOC 処理材料の開発です。

 

 

従来技術に比べての優位性 
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室温から高温領域まで VOC 処理が可能 

Cr 種が粒状のシリカ細孔内に固定されてお

り取り扱いが容易 

予想される効果・応用分野 
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高温多湿条件等の特殊環境下での VOC 処

理 

再生可能な VOC フィルター 

不定期に流れてくる小型 VOC ガス処理装

置 

 

提供できる支援方法 
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1-2 nmの領域の細孔を有するシリカ鋳型内で

六価の Cr種が優先的に生成 

Cr6+が酸化剤として

作用し、VOCはコー

キング物質となって

細孔内に蓄積 

生成 Cr種の鋳型細孔サイズ依存性 

六価のCr種の再生
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Cr3+は燃焼触媒とし

て作用し、コーキン

グ物質を酸化分解 

 

加熱気流中で Cr6+

が安定に再生 

反応・再生プロセス 
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